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	本橋周辺の地質状況は，架橋位置の基盤には超丹波帯の砂岩が分布し，表層には砂岩角礫からなる崖錘堆積物が薄く被覆しており， 起点側橋台背面部は急傾斜面を有している．
	支承条件および地盤条件は，表-１に示すとおりであり，上り線がⅠ・Ⅱ種地盤，下り線がⅠ・Ⅱ・Ⅲ種地盤の混在地盤となる特徴を有する．
	確認方法は，静的な慣性力（以下，静的慣性力と云う）と，動的解析の発生せん断力（以下，動的せん断力と云う）との比較を行い，整合性を確認する．なお，比較は下り線の橋軸方向を対象として，ケース１とケース２，Ⅰ種地盤とⅡ種地盤に対して行った．
	６．橋梁幅員の違いによる最大応答値比率に関する考察
	下り線のケース１（広幅員），ケース２（狭幅員）の上部工全重量の比較一覧（表-５），静的慣性力の比率一覧（表-６），動的せん断力の比率一覧（表-７）に示す.なお，一覧表の数値はケース１／ケース２である．
	静的慣性力ではケース１が大きくなる結果であるのに対し，動的せん断力では一部でケース２が大きくなる結果となった．静的と動的の個別応答の比較では傾向が一致しないが，動的の橋梁全体応答としての平均的な応答比でみると概ね傾向は一致することが確認できた．
	下り線のⅠ・Ⅱ種地盤の静的慣性力の比率一覧表（表-８）, 動的せん断力の比率一覧表（表-９）に示す. なお，一覧表の値は全てⅠ種地盤／Ⅱ種地盤である．
	静的慣性力・動的せん断力ともにⅡ種地盤が大きくなる傾向であることが確認できた．
	以上より，検討レベルでは加速度応答スペクトルの結果から最も構造物に影響を与えるケースを推定し計算ができるため，業務の効率化を図ることができる．

